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令
和
七
年夏

越
の
大
祓
斎
行

茅の輪をくぐり半年間の穢れをきれいに落としました

６
月
３
０
日(

月)

夏
越
の
大
祓
を
斎
行
し
ま
し
た
。

大
祓
と
は
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た

諸
々
の
罪
や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
る
も
の

で
す
。
大
祓
の
「
大
」
は
「
公
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

個
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本
国
中
の
穢
れ
を
払

う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
大
祓
に
は
「
夏
越
の
大

祓(

な
ご
し
の
お
お
は
ら
え)

と
「
年
越
の
大
祓(

と
し
こ

し
の
お
お
は
ら
え)

」
が
あ
り
ま
す
。

当
日
は
氏
子
総
代
、
氏
子
青
年
会
を
中
心
に
、
一
般

の
方
々
に
も
ご
参
列
戴
き
ま
し
た
。

ご
参
加
さ
れ
た
方
々
、
人
形(

ひ
と
が
た)

に
託
さ
れ

た
全
て
の
方
々
の
弥
栄
、
健
康
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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ろう

夏越の大祓 奉納者 御芳名
氏
子
総
代
責
任
役
員

渡
辺
忠
司

氏
子
総
代
責
任
役
員

田
中
寬

氏
子
総
代

三
上
忠
彦

㈱
ノ
グ
チ
不
動
産

氷
川
神
社
神
幸
祭
委
員
長

由
井
営
太
郎

東
京
高
円
寺
大
道
芸
振
興
協
会

高
円
寺
北
庚
申
文
化
会

高
円
寺
南
氷
川
町
会

高
円
寺
南
中
央
町
会

高
円
寺
南
五
丁
目
町
会

パ
ル
商
盛
会

亀
屋
精
肉
店

中
村
司

Ｅ
Ｎ
Ｊ
不
動
産

田
丸
屋
不
動
産

高
円
寺
氷
川
神
社

氏
子
青
年
会

内
山
健
二
郎
・
真
李

(

敬
称
略
・
順
不
同)

◆
「
パ
ン
サ
ー
向
井
の
＃
ふ
ら
っ
と
」

で
気
象
神
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

６
月
１
１
日(

水)

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
パ
ン
サ
ー

向
井
＃
ふ
ら
っ
と
」
で
気
象
神
社
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
お
笑
い
芸
人
「
ラ
イ
ス
」
の
関
町

知
弘
さ
ん
が
気
象
神
社
に
お
越
し
に
な
り
、
禰
宜

の
紺
谷
大
進
さ
ん
と
ト
ー
ク
を
展
開
し
ま
し
た
。

気
象
神
社
の
由
緒
、
多
く
の
会
社
・
法
人
・
団
体

が
正
式
参
拝(

晴
天
祈
願
な
ど)

に
お
越
し
に
な
る
こ

と
、
気
象
神
社
境
内
で
の
気
象
観
測
、
気
象
予
報

士
受
験
な
ど
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

気
象
神
社(

晴
天
祈
願)

◆
「
Ｄ
ａ
ｙ
Ｄ
ａ
ｙ
」
で
気
象
神
社
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た

６
月
２
４
日(

火)

日
本
テ
レ
ビ
「
Ｄ
ａ
ｙ
Ｄ
ａ
ｙ.

」

で
気
象
神
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
当
番
組
の
担
当
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
澁
谷
善
ヘ
イ
ゼ
ル
さ
ん
は
将
来
の
こ
と

を
考
え
、
一
念
発
起
、
気
象
予
報
士
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
春
か
ら
勉
強
を
開
始
、
日
々
全
力
で

頑
張
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
８
月
の
第
６
４
回
気

象
予
報
士
試
験
に
向
け
て
合
格
祈
願
の
ご
参
拝
を
さ
れ

ま
し
た
。

横浜七夕祭り実行委員会

横浜ランドマークタワー
６９階スカイガーデン
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★
か
つ
て
の
こ
う
え
ん
じ
ん
★

～
第
十
六
話
～
高
円
寺
の
１
０
０
年(

戦
前
編)

狩
野
俊

「
新
宿
校
外
の
中
央
線
沿
線
に
は
三
流
作
家
が
移
り
、

世
田
谷
方
面
に
は
左
翼
作
家
が
移
り
、
大
森
方
面
に

は
流
行
作
家
が
移
り
（
中
略
）
関
東
大
震
災
が
き
っ

か
け
で
、
東
京
も
広
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
っ

た
」
井
伏
鱒
二
は
『
荻
窪
風
土
記
』
の
中
で
、
震
災

以
降
の
人
の
移
動
で
、
東
京
が
西
に
広
が
っ
て
い
く

様
を
こ
う
描
い
て
い
る
。
大
正
１
１
年
に
高
円
寺
駅

が
開
業
、
翌
年
の
大
正
１
２
年
の
９
月
１
日
に
関
東

大
震
災
が
起
こ
る
。
そ
れ
ま
で
の
高
円
寺
は
畑
が
広

が
る
農
村
で
あ
っ
た
。

大
正
１
２
年
３
月
に
高
円
寺
耕
地
整
理
組
合
が
結

成
さ
れ
、
桃
園
川
周
辺
の
湿
地
帯
を
大
規
模
な
土
木

工
事
を
施
し
、
大
正
１
５
年
に
は
宅
地
と
し
て
の
土

地
の
整
理
が
ほ
ぼ
終
わ
る
。
し
か
し
、
そ
の
土
地
は

戦
後
の
昭
和
３
０
年
に
な
っ
て
も
大
雨
が
降
る
と
氾

濫
す
る
、
水
は
け
の
悪
い
一
帯
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
地
代
も
家
賃
も
低
く
、
様
々
な
人
た
ち
が
高
円

寺
に
住
み
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
様
は
昭
和
１
０
年
に
台
湾
人
作
家
翁
鬧
の
小

説
『
東
京
郊
外
浪
人
街

高
円
寺
界
隈
』
に
こ
う
描

か
れ
て
い
る
。
「
今
金
食
堂
と
い
う
の
が
あ
る
（
中

略
）
お
よ
そ
東
京
中
の
小
さ
な
食
堂
の
中
で
一
ば
ん

繁
昌
し
て
い
る
食
堂
だ
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
独
身
者

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
学
生
や
新
聞
売
り
子
や
チ
ン
ド

ン
屋
な
ど
が
蝶
集
す
る
。
此
の
ち
っ
ぽ
け
な
食
堂
に

も
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
空
気
は
漂
う
。
中
国
人
、
朝

鮮
人
、
満
州
人
、
我
が
島
の
人
等
、
顔
付
も
言
語
も

多
種
多
様
だ
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
シ
ャ
ム
人
も
タ

タ
ー
ル
人
も
混
じ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ぬ
」

戦
前
は
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
大
学

生
と
と
も
に
、
所
得
の
低
そ
う
な
人
た
ち
が
席
を
な

ら
べ
、
ま
た
様
々
な
外
国
人
た
ち
が
交
じ
り
合
い
、

呑
み
か
つ
食
べ
て
い
る
食
堂
の
光
景
。
さ
ら
に
タ
イ

ト
ル
に
あ
る
浪
人
街
。
浪
人
と
は
、
古
代
に
お
い
て

は
戸
籍
に
あ
る
土
地
を
離
れ
、
他
国
を
流
浪
し
て
い

る
人
の
こ
と
を
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
ま
つ
ろ
わ
ぬ
、

漂
泊
者
た
ち
が
、
よ
り
集
う
土
地
と
、
台
湾
人
作
家

の
眼
に
移
り
小
説
の
題
名
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

昭
和
１
１
年
に
発
行
さ
れ
た
『
東
京
市
内
商
店
街
ニ

関
ス
ル
調
査
』
と
い
う
冊
子
が
あ
る
。
東
京
の
主

主
だ
っ
た
街
の
商
店
街
を
、
名
称
、
道
幅
、
商
店
の

構
成
、
店
舗
数
、
店
舗
の
開
業
年
、
顧
客
層
、
な
ど

を
調
べ
た
資
料
だ
。
東
京
市
内
に
１
７
あ
る
商
店
街

の
中
に
高
円
寺
が
入
っ
て
い
る
。
中
央
線
沿
線
で
は

唯
一
の
掲
載
だ
。
南
北
に
走
る
道
の
幅
は
お
よ
そ
３

間
、
５
．
５
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。
北
の
室
町
商
友
会

は
い
ま
の
純
情
商
店
会
で
店
舗
数
は
３
３
店
。
南
の

広
小
路
商
工
会
は
パ
ル
商
店
会
で
こ
ち
ら
は
４
０
店
。

長
仙
寺
前
の
参
道
が
広
小
路
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
信

仰
と
と
も
に
娯
楽
機
能
を
併
せ
持
っ
て
い
た
寺
社
前

の
参
道
か
ら
、
南
口
の
商
店
街
が
形
成
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
高
円
寺
を
研
究
し
て
い
る
藤
原
玄
明

氏
の
仮
説
を
裏
付
け
る
商
店
会
の
名
称
と
も
言
え
る
。

大
正
末
年
に
開
業
し
た
店
が
５
４
店
、
昭
和
５
年
ま

で
は
３
８
店
と
あ
る
。
比
較
的
に
新
し
く
都
市
化
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
新
宿
で
も
明
治
年
間
の
開
業

が
３
４
店
、
震
災
前
の
大
正
９
年
で
は
２
０
店
と
あ

り
、
当
時
の
高
円
寺
が
い
か
に
新
し
く
で
き
た
街
か
、

と
い
う
の
が
よ
く
わ
か
る
。
２
軒
間
口
の
商
家
の
家

賃
が
新
宿
は
１
５
０
円
で
高
円
寺
は
５
分
の
１
の
３

０
円
、
小
さ
な
資
本
で
店
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

共
同
売
り
出
し
が
行
わ
れ
、
商
店
街
に
は
街
路
灯
が

引
か
れ
て
い
た
。
昭
和
１
２
年
１
２
月
１
８
日
午
後

２
時
２
０
分
撮
影
、
省
線
高
円
寺
駅
踏
切
よ
り
南
側
、

と
書
か
れ
た
写
真
に
は
あ
、
多
く
の
通
行
人
に
溢
れ

た
商
店
街
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
書
か
れ
た
戦

前
の
高
円
寺
は
、
昭
和
２
０
年
５
月
２
５
日
の
空
襲

で
焼
き
払
わ
れ
る
。
駅
か
ら
は
南
東
に
目
を
や
れ
ば

神
楽
坂
ま
で
見
え
た
と
い
う
。
広
小
路
商
工
会
の
後

進
商
盛
会
の
昭
和
３
８
年
の
機
関
紙
に
、
困
難
を
抱

え
な
が
ら
、
阿
波
踊
り
を
続
け
る
理
由
に
「
戦
前
の

高
円
寺
を
取
り
戻
せ
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

長
仙
寺
前
の
広
小
路
か
ら
高
円
寺
の
参
道
ま
で
、

東
西
に
結
ん
だ
小
道
が
通
称
夜
店
通
り
だ
。
昭
和
３

年
、
こ
の
道
に
西
部
共
働
社
と
い
う
、
今
の
生
協
運

動
の
原
点
と
な
る
団
体
が
事
務
所
を
構
え
た
。
協
同

で
米
や
木
炭
な
ど
を
大
量
に
安
価
に
購
入
し
、
組
合

員
に
配
達
す
る
、
と
い
う
ま
さ
に
今
の
生
協
の
原
点

の
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

舗
装
さ
れ
た
道
路
を
ト
ラ
ッ
ク
で
配
達

す
る
の
で
は
な
い
。
土
の
道
を
、
時
に
は

雨
で
ぬ
か
る
ん
だ
道
を
、
リ
ア
カ
ー
を
引

い
た
自
転
車
で
「
一
台
の
自
転
車
に
米
を

６
０
キ
ロ
、
そ
の
上
の
配
達
か
ご
に
は
酒
、

み
そ
、
醤
油
、
油
、
砂
糖
と
ぎ
っ
し
り
積

み
込
み
」
遠
く
は
吉
祥
寺
ま
で
運
び
配
送

し
た
。
そ
の
困
難
に
耐
え
ら
れ
た
の
は

「
私
達
人
民
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た

理
想
的
な
消
費
生
活
が
出
来
る
こ
と
を
信

じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
。
英

語
、
ド
イ
ツ
語
、
ロ
シ
ア
語
、
な
ど
の
外

国
語
を
教
え
る
会
。
編
み
物
や
洋
裁
の
教

室
。
校
外
へ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
。
出
産
制
限

の
知
識
を
若
い
女
性
に
伝
え
る
会
。
当
時

人
気
の
徳
川
無
声
を
招
い
て
行
っ
た
映
画

上
映
会
。
ま
た
各
地
の
労
働
争
議
の
応
援

に
も
来
り
出
し
た
。

左
翼
思
想
を
ベ
ー
ス
に
し
た
こ
の
団
体

の
活
動
は
、
警
察
の
取
り
締
ま
り
の
対

象
と
な
り
、
や
が
て
解
散
さ
せ
る
法
律

が
制
定
さ
れ
た
。

多
様
性
、
商
店
会
、
反
権
力
。
今
も

通
じ
る
高
円
寺
の
イ
メ
ー
ジ
は
戦
前
に

は
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
桃
園

川
を
周
辺
に
あ
る
水
は
け
の
悪
い
低
地

が
、
こ
れ
ら
の
動
き
の
中
心
に
な
っ
て

い
た
と
思
っ
て
い
る
。
安
い
ア
パ
ー
ト

に
住
む
様
々
国
籍
や
職
業
の
人
た
ち
。

家
賃
が
安
い
の
で
新
し
く
商
売
が
し
や

す
い
街
。
金
周
り
の
悪
い
左
翼
団
体
も

事
務
所
を
も
て
た
通
り
。
都
心
の
高
層

ビ
ル
の
飲
食
店
の
テ
ナ
ン
ト
が
面
白
く

な
い
の
は
、
新
規
の
意
気
の
い
い
店
が
、

出
店
で
き
な
い
か
ら
、
と
い
う
こ
と
を

聞
い
た
。
新
し
い
は
、
面
白
い
、
に
通

じ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
潮
流
が
戦
後
と
ど
う
繋
が
っ
て

い
く
の
か
、
次
回
戦
後
編
を
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
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氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

【氷川神社】
・幻想的な三つ巴
・美しい織姫

 【気象神社】
・壮大な天の川
・鮮やかな彦星
※公式サイトに過去の御朱印を
掲載してますので、ご覧ください。

今
月
の
盆
栽

編
集
後
記

生命の言葉(令和七年七月)

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
気
象
神
社
で
は
晴
天
祈
願
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
祈
願
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。(

会
社
、
法
人
、
団
体
様
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す)

今月の花手水

いのち

家
路
の
行
き
帰
り
、
そ
の
都
度
、
大
地

を
踏
み
し
め
て
生
活
す
る
も
の
と
し
て

大
地
の
神
様
の
恵
み
を
忘
れ
て
は
決
し

て
な
ら
な
い

ひ
か
わ
２
３
２
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
連
日
、
日
最
高
気
温
３

０
度
を
超
え
る
「
真
夏
日
」
、
３

５
度
を
超
え
る
「
猛
暑
日
」
が
各

地
で
続
い
て
い
ま
す
。
最
近
は
気

温
に
加
え
て
、
湿
度
や
日
射
量
も

考
慮
し
た
「
暑
さ
指
数
」
が
発
表

さ
れ
、
熱
中
症
へ
の
警
戒
も
呼
び

掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

夏
越
の
大
祓
も
終
わ
り
、
次
は

い
よ
い
よ
夏
の
例
大
祭
、
神
幸
祭

で
す
。
高
円
寺
名
物
阿
波
踊
り
も

同
日
開
催
、
高
円
寺
が
最
も
熱
く

な
る
時
期
で
す
。
暑
さ
に
負
け
ず

準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

令和７年７月の御朱印

氷川神社 例大祭
日時：８月２４日(日) １０時
・エルガーハウスの子どもたちによる出店、
キッチンカー、地元のお店などの出店、
大道芸人による飴細工作りなどを予定
しています。

  ・19時前後に閉門となります。(予定)

氷川神社 神幸祭
日時：令和７年８月２３日(土)

１０～１３時(予定)
巡幸路：高円寺駅南北広場ロータリー

担ぎ手募集
対象：原則、氏子地域にお住まい、仕事をされて

いる方、学んでいる方、前回担がれた方(応相談)
連絡先：
氷川神社・紺谷大進
03-3314-4147
Email：kontani.daishin@koenji-hikawa.com

◆
「
テ
ラ
ヨ
ガ
」
開
催
中

毎
週
水
曜
日(

１
９
時
～)

、
氷
川
神
社

大
広
間
で
ヨ
ガ
講
座
を
開
催
中
で
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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